
ミニディスクロージャー  令和2年9月期
教えて！こうしん



本店 甲府市丸の内２丁目３３番１号
TEL 055-222-0231（代表）
創立 大正７年５月４日
会員数 ３４，５８１人
出資金 １，７２３百万円
役職員数 ３６８人
店舗数 ２３店舗

甲府信用金庫の概要

　日頃より、甲府信用金庫に対し格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。
　この度、令和２年９月期のミニディスクロージャー誌「教えて！こうしん」を作成しました。当金
庫の業績や財務状況などをわかりやすくまとめましたので、ぜひご覧いただき、これまで以上
にご理解をいただければ幸いに存じます。
　新型コロナウイルスの感染拡大の長期化が予想され、景気の先行きに
ついても不透明な状況が続いております。このような時だからこそ、当金
庫は創業の精神である「地元との共存共栄」に徹し、地域経済の発展に資す
る金融サービスの展開に向けて、これからも全力で取り組んでまいります。
　今後とも、変わらぬご支援・ご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

（令和２年９月３０日現在）

「甲府信用金庫」⇒「甲信（こうしん）」を重ね、

「当金庫がお客さまや地域と共に歩む」という

意味で「こうしんと」、また甲州弁で「こうしな

ければ」「やらなければ」という意味の「こうし

んと」に「当金庫職員がそれぞれの役割を果た

す」というメッセージを込めた言葉です。

『こうしんと』とは

あなたの未来へ

～地域と共に未来へ歩み続ける
『こうしん』を目指して～

『武田の信ちゃん』



ネットワーク

ＡＴＭは日曜・祝日も稼働

(令和2年11月現在)

＊山梨信金が主幹事の共同設置ＡＴＭのため当金庫
の通帳繰越手続きはできません。

※当金庫では、全てのＡＴＭが視覚障がい者対応と
なっております。

※祝日・振替休日 12/31～1/3は休業日となります。

※ＡＴＭ稼働時間は店舗・店外キャッシュコーナーにより異なります。詳しくは、窓口もしくは当金庫ホームページでご
確認ください。

(当金庫のキャッシュカードをご利用の場合)

平日

店舗一覧

ローンコミュニティのご案内

ＡＴＭお引き出し手数料

店外キャッシュコーナー  一覧
店舗名 店舗名TEL

本店営業部
湯村支店
緑町支店
南支店
国母支店
西支店
東支店
朝気支店
大里支店
塩山支店
加納岩支店
山梨南支店
韮崎支店
藤井支店
長坂支店
櫛形支店
白根支店
昭和支店
田富支店
玉穂支店
甲斐支店　　
竜王南支店
石和支店

055-222-3322
055-253-1528
055-233-0148
055-235-1271
055-226-4422
055-226-3024
055-237-6831
055-237-3511
055-241-3521
0553-33-3233
0553-22-2331
0553-22-3911
0551-22-1535
0551-23-2611
0551-32-3235
055-282-6311
055-283-8339
055-288-0900
055-273-2611
055-274-3100
055-277-5831
055-279-2171
055-263-9393

名称 所在地 電話番号 営業時間
こうしん
ローンコミュニティ昭和

山梨県中巨摩郡昭和町上河東
1324-1昭和支店内 055-288-0031 平日

土曜・日曜日
9：00～19：00
9：00～17：00

無料
１10円

甲府駅前出張所 
甲府共立病院出張所 
北出張所　　 
オギノ上今井店出張所 
フレスポ甲府東出張所 
オギノイーストモール出張所 
オギノ甲州店出張所 
オギノ山梨ショッピングセンター出張所
イッツモア山梨店出張所 
ラザウォーク甲斐双葉出張所　　　 
オギノ峡西出張所 
増穂出張所 
オギノ八田店出張所 
パークス出張所 
竜王出張所 
パークス敷島店出張所　　 
響が丘出張所　　　 
一宮出張所 
笛吹出張所 
イオン石和店出張所 
大泉出張所 
きららシティ出張所 
オギノリバーシティ出張所　　　 
＊イトーヨーカドー甲府昭和店出張所 
＊イオンモール甲府昭和出張所 
＊フォレストモール甲斐竜王出張所
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８：００～
１８：００～ 土曜日 無料

１10円
８：００～
１４：００～ 日曜・祝日 １10円８：００～



（注）本ページ以降に記載の数値は、単位未満の端数を切り捨てて表示しているため、合計値や増減額が一致していない場合があります。

単位：億円預金・貸出金の推移
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預金・貸出金の状況は？
　預金は、法人預金を中心に順調に増加し、前期末比４８８億円増加の４，８６３億円となりました。
　貸出金は、事業者の皆さまの資金繰り支援のため積極的に資金需要にお応えし、前期末比１８２億円増加
の２，０１５億円となりました。

収益推移 単位：百万円
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（注）コア業務純益とは、業務純益から一般貸倒引当
金繰入額と債券関係損益を除いたものです。

Q
A

収益の状況は？
　令和２年９月期の収益は、経常収益３，０99百万円、コア業務純益５６０百万円、経常利益３７１百万円、当期純
利益４０４百万円となりました。引き続き安定的な収益を確保し経営基盤の強化に努めてまいります。

Q
A
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不良債権の状況は？
　不良債権比率は、前期末から０．０９ポイント上昇し３.７８％となりました。
　これらの債権は、下表のとおり担保や引当金、自己資本などで十分カバーされ、備えは万全です。これから
もお取引先に対する経営改善支援を通じ、貸出資産の一層の健全化に努めてまいります。

＊リスク・アセットとは、損失の発生する可能性のある資産のことで、当金庫が保有する貸出金や有価証券、その他運用資産等をリスクの度合いに応じて換算して算出します。
＊信用リスクに対する所要自己資本の額6,495百万円、オペレーショナル・リスクに対する所要自己資本の額386百万円、単体総所要自己資本額6,882百万円に対し、令和2
年9月末の自己資本の額は26,765百万円となっています。

× 100=15.55%

15.66％

令和2年
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令和2年
9月末

③リスク・アセット等 170,115
（分母）

172,062
（分母）

自己資本の額（①－②） 26,653
（分子）

26,765
（分子）
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単位：百万円

コア資本にかかる基礎項目の額に
算入される引当金の合計額 1,172 891

うち　一般貸倒引当金コア資本算入額 1,172 891

無形固定資産の額の合計額
繰延税金資産の額
前払年金費用の額

39
228
369

50
214
371

②コア資本にかかる調整項目（控除項目） 637 636

うち　出資金および資本剰余金の額
うち　利益剰余金の額

1,737
24,458

1,723
24,828

①コア資本にかかる基礎項目 27,291 27,401
普通出資または非累積的
永久優先出資にかかる会員勘定の額 26,118 26,510

項　目 令和2年３月末 令和2年9月末

自己資本比率 

23

25 38 7611

337

要管理債権
危険債権

破産更生債権およびこれらに準ずる債権

貸倒引当金
42
担保・保証等

令和2年3月末
不良債権額

開示債権に
対する備え 271自己資本（純資産）

単位：百万円金融再生法上の開示債権

単位：億円不良債権に対する保全状況

金融再生法上の不良債権

区　分

正 常 債 権

合　計

破産更生債権および
これらに準ずる債権
危険債権

要管理債権

開示残高
（ａ）

保全額
（ｂ）

保全率
（ｂ）／（ａ）

引当率
（ｄ）／（ａ－ｃ）

令和2年9月末

令和2年9月末
令和2年3月末

令和2年9月末
令和2年3月末

令和2年9月末
令和2年3月末

令和2年9月末
令和2年3月末

令和2年9月末
令和2年3月末

177,164

183,970
194,600

202,250

担保・保証等による
回収見込額（ｃ）

貸倒引当金
（ｄ）

不良債権比率

7,649 6,601 4,222 2,378 86.29％ 69.41％
6,806 5,396 3,421 1,975 79.29％ 58.36％ 

2,585 2,585 1,358 1,227 100.00％ 100.00％ 
2,045 1,729 1,371 357 84.53％ 53.03％ 

2,048 955 615 339 46.64％ 23.71％ 

2,712 2,712 1,433 1,278 100.00％ 100.00％ 

3,894 3,382 2,429 952 86.84％ 65.01％ 

1,169 633 434 199 54.20％ 27.14％ 

令和2年3月末

令和2年3月末
令和2年9月末

3.69%
3.78% 

Q
A

自己資本比率は？
　金融機関の経営の健全性・安全性を示す指標である自己資本比率は、１５．５５％と、前期末比０．１１ポイント
低下しました。この要因は、当期純利益の積み上げにより分子の自己資本額は増加したものの、資産が大きく
増加したことにより分母のリスクアセットが増加したためです。なお、引き続き国内基準である４％を大きく上
回り高い健全性を維持しております。

Q
A



令和2年9月末令和2年3月末

令和2年9月末令和2年3月末
時　価 評価差額 うち益 うち損
119,798
96,425

17
23,355

846
1,186

－
△ 340

1,802
1,427

－
375

956
240
－

715

令和2年9月末
帳簿価格 含み損益 うち益 うち損
24,524 2,165 2,165 －

令和2年3月末

24,934 2,335 2,335 －

区　分 帳簿価格 含み損益 うち益 うち損
満期保有目的の債券

● その他有価証券

● 満期保有目的の債券

国債161
地方債197

社債850

外国証券123
株式0 その他の証券110

国債154
地方債188

社債823

外国証券123
株式0 その他の証券90

貸出金の業種別の状況は？
　特定のお取引先や業種に偏ることなく、事業者や個人のお客さまなど幅広く地域の皆さまにご融資させてい
ただいております。

有価証券の状況は？
　お客さまからお預かりした預金積金は、貸出金や金融機関預け金のほか有価証券等で運用しております。
安全性を重視し、収益性にも留意した運用を心がけております。

単位:百万円有価証券の運用状況

単位：億円有価証券残高構成

構成比残　高

合　計 201,557

14,972
233
－

364
14,729
5,133
412
4,492
25,675
12,191
14,687
584
1,532
1,541
3,728
3,857
223
8,223
5,211
25,990
57,769

100.0%

製造業
農業、林業
漁業
鉱業、採石業、砂利採取業
建設業
電気、ガス、熱供給、水道業
情報通信業
運輸業、郵便業
卸売業、小売業
金融業、保険業
不動産業
物品賃貸業
学術研究、専門・技術サービス業
宿泊業
飲食業
生活関連サービス業、娯楽業
教育、学習支援業
医療、福祉
その他のサービス
地方公共団体
個人

令和2年9月末

7.4%
0.1%
－

0.1%
7.3%
2.5%
0.2%
2.2%
12.7%
6.0%
7.2%
0.2%
0.7%
0.7%
1.8%
1.9%
0.1%
4.0%
2.5%
12.8%
28.6%

（注）業種区分は、日本標準産業分類の大分類に準じて記載しています。

業種区分 構成比残　高

183,267

12,989
298
－

220
10,673
4,447
433
3,496
19,978
12,165
14,623
300
1,260
1,215
2,186
2,713
156
7,444
3,863
26,228
58,571

100.0%

令和2年3月末

7.0%
0.1%
－

0.1%
5.8%
2.4%
0.2%
1.9%
10.9%
6.6%
7.9%
0.1%
0.6%
0.6%
1.1%
1.4%
0.0%
4.0%
2.1%
14.3%
31.9%

単位：百万円貸出金業種別内訳

時　価 評価差額 うち益 うち損
113,115
91,673

17
21,425

940
1,318

－
△ 378

1,966
1,503

－
463

1,026
185
－

841

その他有価証券

株式

区　分

債券

その他
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（令和2年4月～令和2年9月）

お客さまに対する本業支援や課題解決への取組み状況は？
　お取引先のライフステージごとに発生する、創業・販路拡大・事業承継など様々な経営課題を共有し、各種
相談業務を通してきめ細かな支援を行っております。特に、新型コロナウイルスの感染拡大により影響を受け
たお客さまの資金繰り支援を中心に積極的に活動しました。

単位：件相談受付状況等

トピックス（令和2年4月～令和2年9月）

◆  4月30日 新型コロナウイルス感染治療及び拡大防止に対する医療関係者及び同事業へ感謝の意を込め、
山梨県信用金庫協会を通じ山梨信用金庫と共同で山梨県に５００万円の寄付金を贈呈

◆  5月  2日～6日 4店舗で新型コロナウイルスに関する休日相談窓口を設置
◆  6月  1日～30日 「信用金庫の日」献血活動実施（33名）
◆  6月  2日・4日
　　    ・9日・11日 社会保険労務士との連携による雇用調整助成金等の無料個別相談会を実施
◆  8月30日 ヴァンフォーレ甲府強化資金（300万円）の贈呈式・甲府信用金庫スペシャルマッチの開催
◆  9月  7日 竜王支店と敷島支店を統合し、甲斐支店として新規オープン
◆  9月14日 北支店を湯村支店へ統合
◆  9月23日 笛吹支店を石和支店へ統合

甲斐支店甲府信用金庫スペシャルマッチ山梨県への寄付金贈呈

Q
A

●新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者への支援
コロナ関連融資の実行

件数

金額

1,907件

33,142百万円

●本業支援への取り組み
外部支援機関等との連携による支援実施状況
ビジネス
マッチング

外部機関
等相談

補助金等
申請支援

計画
策定支援

専門家
派遣 合　計

21 97 32 3 9 162

●相談受付状況

販路拡大 商品開発・
技術革新

創業・
第二創業

雇用・
労務管理

業務効率化・
生産性向上

経営改善・
事業再生

事業承継・
M&A その他 合　計

102 6 20 56 23 28 25 13 273

こうしん雇用関連助成金個別相談会
(令和2年6月）

支援策等情報の提供

新型コロナウイルスに関する特別相談窓口の設置
持続化給付金や雇用調整助成金等の支援策情報を3,144件提供



甲府信用金庫ホームページ
http://www.kofushinkin.co.jp

〒400-0031 山梨県甲府市丸の内2丁目33番1号
TEL.055-222-0231（代表）

お客さま相談窓口 フリーダイヤル
0120-512-038

お客さま意見・要望窓口 フリーダイヤル
0120-115-240

令和2年9月甲斐支店OPEN


